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課題

今日の講義を聞いて、

新たにわかったこと

新たに疑問に思ったこと・
さらに知りたいと思ったこ
と

の2点について述べなさい。



はじめに
 哲学はwhatを問う

 「人生哲学」という言い方もあるが、今回は別もの

 技術：どのように(how)実施したらある目標を
達成できるか

 コーチング、〇〇指導法、教授法・・・

・・・ということではない

 技術が一体「何」を意味しているのか

 自然科学は問わない

 人文社会科学から問うしかない

 哲学から問うてみる



スポーツ技術を問うことの意味

① （間接的に）スポーツのもつ価値、特徴
を認識し、人間社会に意味ある活動とし
て捉えるため・・・価値論的意味

② スポーツ指導者の用いる言葉、伝えたい
イメージをより正確に、客観性と一貫性
を以て伝えるため・・・実践論的意味

 個別的な運動場面に理論を適用する際の困難

 無限後退（アルペンスキーの例）：ポールの間
を縫ってできるだけ速く滑り降りる技術→ター
ンの技術、外スキーを踏み出す技術→膝・足首
の曲げ伸ばしの技術・・・



「技術」の辞書的定義

1. 技術は物事をたくみに行う「わざ」。技巧。技芸。
2. 科学を実地に応用して自然の物事を改変・加工し、

人間生活に利用する「わざ」。（広辞苑）
3. technique：

① a particular way of doing something, especially one in 
which you have to learn special skills

② the skill with which somebody is able to do something 
practical

4. Technology: 
scientific knowledge used in practical ways in 
industry, for example in designing new machines 
(Oxford advanced leader’s dictionary)

⇒わざ？方法？技能？知識？



「技術」が用いられる文脈

 スポーツの指導者
「（水泳の北島康介選手の指導者である）平井伯昌
（のりまさ）コーチは、熟練した指導技術を持って
いる」
⇒こうすればこうなるといった「法則的な形式」を
知っているということか、独特の卓越した指導方法
を知っているのか。それは他の選手にも応用可能な
のか。

 スポーツの実践者
「北島康介選手は、高度なキックの技術を持ってい
る」
⇒選手個人の能力を意味しているのか。平泳ぎでよ
り速く泳ぐための方法を知っている（あるいはわざ
をもっている）ということなのか。



検討の進め方
 「技術」という言葉の意味・概念を探る

 Aという事象とBという事象を比較検討
そのために・・・

 技術をそれと類似する用語と共に何らかの
「分析視座」を設定

 「技術technique」を「方法method」「技
form」「技能skill」との関係において構造
論的立場から分析

 事象を支えている「構造」に焦点化



分析視座

カテゴリー

視点、視座

実験装置

条件設定



分析視座

 カテゴリー（範疇）の設定

 いくつかの概念間に何らかの基準を設定

 概念間に共通部分が存在しないように
（互いに素となるような基準を）設定

 抽象的な用語による条件設定



概念基盤の設定

 位相の設定

 言語構造を参照

langue
言葉の構造（英語、日本語、独語）

parole
言葉の行使（話し言葉、書き言葉）

paroleの
潜在構造

langueの
顕在化・具体化



概念基盤の設定

 位相の設定

 言語構造を参照

超個人的な制度

個人的な運動の実現

方法・技

技術・技能



区分原理の導入

 技術と技能、方法と技をどのように区分
するか？

 実体概念と関係概念

 実体：技・技能

 関係：方法・技術 A

B C

友情 愛情

憎悪



技と技能、方法と技術

実体概念 関係概念

顕在的位相 技能 技術

潜在的位相 技 方法

技術：技を技能の活動として実現させる過程



各概念の定式化

 技Form：対象化され、客体化された固有の運動
における構造であり、具体的な身体運動の捨象
された形式

 技能Skill：形式を個人が運動として実現する能
力

 方法Method：ある目標に到達するための一般化、
客観化された過程・道筋

 技術Technique：形式をもつ（イメージ等とし
て頭に描く）個人が客観的法則性を意識的に適
用する過程



（スポーツ）技術の特徴

 課題解決の仕方が合理的でなくてはなら
ない。（Meinel, K.）

 合理的とは・・・

「合目的的
（目的に適合している）」
で

「経済的」であること



合目的性 Zweckmässigkeit

 合理的基礎 rationelle Grundlage
 一般妥当性 allgemeine Gülitigkeit

↓
 固有性 Einzelheit

↓
 個別的合目的性spezielle Zweckmaessigkeit



個別的合目的性
spezielle Zweckmässigkeit
 例えば、走り高跳びのフォスベリージャンプにおい

て、「運動経過の合目的フォームがすべての跳躍選
手と同じにならない」つまり、合目的性には個別性
が伴う

 普遍的なスポーツ技術があるのではなく、「生成」
される。

 「生成」の二つの意味
① 科学の進歩によるスポーツ技術の変化：棒高跳びにおけ

る竹のポールからグラスファイバー製のポールへ、ポー
ルをしならせ、その反動で跳ぶ、という技術

② 個人の能力（身長、体重、筋力）の変化による変化：走
力がないとポールをしならせることができず、体重の増
加やスピードの向上により、ポールをしならせることが
可能となる。



経済性 Ökonomie

 最高の達成に最小限の力で到達すること

 スポーツ運動の質的な運動経過の徴表：
運動の質的判断

 運動の局面構造、運動リズム、運動伝導、
流動、運動の弾性、運動の先取り、運動の
正確さ、運動の調和

 例）ヘディングにおける先取り、ゴルフの
スイングにおける運動リズム・力の伝導・
運動の正確さ
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